
山
陽
電
車
・
妻
鹿
駅
下
車
︵
普
通
・
Ｓ
特
急
停
車
︶

　●
山
電
・
妻
鹿
駅
｜
︵
三
三
〇
ｍ
︶｜
教
念
寺
｜
︵
一
一
〇
ｍ
︶｜
固
寧
倉
｜
︵
四

　
五
〇
ｍ
︶｜
黒
田
職
隆
廟
所
｜
︵
約
八
〇
〇
ｍ
︶｜
御
旅
所
｜
︵
九
〇
〇
ｍ
︶

　
｜

５
号
墳
｜
︵
約
一
・
一
㎞
︶
｜

城
址
の
碑
・
荒
神
社
｜
︵
五
五
〇
ｍ
︶
｜

　
山
電
・
妻
鹿
駅

●
廻
国
塔
｜

国
道
二
五
〇
号
を
東
へ
進
む

●
松
原
海
山
墓
地
石
棺
仏
｜

廻
国
塔
よ
り
南
へ
約
二
〇
〇
ｍ

●
全
行
程
は
四
・
三
㎞
で
す
。

 

市
役
所
よ
り
見
た
国
府
山
城
。
そ
の
後
方
は
御
旅
山

交

通

案

内

コ
ー
ス
案
内
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仏足石 固寧倉 オコゼ絵馬

一号墳、宮山経塚出土品 御旅山９号墳

黒田職隆廟所 国府山城 廻国塔 石棺仏

文化財をたずねて

 妻鹿・御旅山めぐり
ぶ
っ
そ
く
せ
き

き
ょ
う
ね
ん
じ

こ
ね
い
そ
う

こ

う

や
ま

こ
う
じ
ん
じ
ゃ

く
ろ

だ

も
と
た
か
び
ょ
う
し
ょ

お

た
び
や
ま

こ

く
に

て
い
う

や
す

も
と

か
た

教
念
寺
の
仏
足
石

　
イ
ン
ド
仏
教
の
初
期
に
は
、

仏
像
が
造
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、

釈
迦
の
足
裏
の
形
を
石
に
刻

ん
で
お
が
む
対
象
に
し
た
の
が

仏
足
石
で
す
。
こ
の
仏
足
石
は

当
寺
の
先
住
職
が
イ
ン
ド
の

仏
跡
巡
礼
を
記
念
し
て
昭
和

四
年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
境

内
の
釣
鐘
は
貞
享
三
年
︵
一

六
八
六
︶
の
も
の
、
ま
た
、

庫
裏
の
玄
関
は
広
峯
神
社
か
ら

移
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

※
大
蔵
閣
　
付
近
か
ら
の
出

　
土
品
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

 

固
寧
倉

　
き
き
ん
の
時
、
貧
民
救
助
に

備
え
て
穀
物
を
貯
え
た
倉
庫
。

大
学
頭
林
　
宇
の
書
い
た
固

寧
倉
の
扁
額
が
入
口
に
掲
げ

て
あ
り
ま
す
。
固
寧
倉
の
制

度
は
領
民
の
厚
生
を
計
る
河

合
寸
翁
の
政
策
と
し
て
文
化

六
年
︵
一
八
〇
九
︶
頃
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
固
寧
倉
の
名
前
は
﹁
民
は

惟
れ
邦
の
本
、
本
固
け
れ
ば

邦
寧
し
﹂
と
い
う
書
経
の
語

か
ら
名
付
け
て
い
ま
す
。

姫
路
市
指
定
文
化
財
。

荒
神
社
の
絵
馬

　
国
府
山
南
西
麓
の
荒
神
社
の

拝
殿
天
井
に
は
百
以
上
の
オ

コ
ゼ
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。
妻
鹿
の
荒
神
は
カ

マ
ド
神
火
の
ほ
か
に
せ
き
、

ぜ
ん
そ
く
、
は
し
か
の
平
癒

に
ご
利
益
の
あ
る
神
様
だ
か

ら
で
し
ょ
う
。

 

御
旅
山
古
墳
群

　
市
川
の
河
口
近
く
の
東
岸
に

位
置
す
る
標
高
一
四
一
ｍ
の

山
塊
は
、
そ
の
南
部
に
松
原

八
幡
神
社
の
御
旅
所
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
御
旅
山
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
尾
根
や
山
麓

に
は
、
こ
れ
ま
で
一
四
基
の

古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
は
、
二
十
基
以
上
が

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
号
墳
は
、
直
径
一
〇
ｍ

程
度
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
　
製
の
変
形
四
獣

鏡
、
鉄
刀
が
出
土
。
後
世
、

こ
の
古
墳
を
利
用
し
て
宮
山

経
塚
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
三

個
体
の
経
筒
と
鏡
、
合
子
な

ど
が
出
土
し
、
平
安
時
代
か

ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
埋
納
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
土
品
は
、
姫
路
市
指
定
重

要
文
化
財
で
す
。

　
二
号
墳
は
、
須
恵
器
、
円

筒
埴
輪
が
出
土
し
、
六
世
紀

前
半
。
三
号
墳
は
、
割
竹
形

木
棺
を
持
つ
径
八
ｍ
の
円
墳
。

波
文
帯
三
角
縁
三
神
三
獣
鏡
、

鉄
剣
、
銅
鏃
、
鉄
鏃
、
ガ
ラ

ス
玉
な
ど
が
出
土
、
四
世
紀

前
半
。
出
土
品
は
、
姫
路
市

指
定
重
要
文
化
財
で
す
。
四
号
、

五
号
墳
は
、
横
穴
式
石
室
を

主
体
と
す
る
古
墳
。
六
号
墳
は
、

全
長
四
八
ｍ
の
前
方
後
方
墳
で
、

東
に
前
方
部
を
向
け
て
い
ま
す
。

三
世
紀
後
半
。
七
号
墳
は
小

型
の
円
墳
。
八
号
墳
は
須
恵

器
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
詳

細
は
不
明
で
す
。
九
号
墳
は
、

横
穴
式
石
室
を
主
体
と
し
、

飾
磨
高
等
学
校
の
敷
地
に
現

存
し
ま
す
。
一
〇
号
、
十
一

号
墳
も
同
じ
く
飾
磨
高
校
に

あ
り
ま
し
た
が
、
現
存
し
ま

せ
ん
。

　
十
二
号
墳
は
、
横
穴
式
石

室
を
主
体
と
し
、
奥
壁
の
一

部
と
思
わ
れ
る
石
材
が
残
っ
て

い
ま
す
。
十
三
号
墳
は
、
円

墳
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
規
模

等
は
不
明
で
、
変
形
獣
形
鏡
、

珠
文
鏡
、
刀
子
、
勾
玉
、
ガ

ラ
ス
玉
等
が
出
土
し
ま
し
た
。

五
世
紀
前
半
。
十
四
号
墳
は
、

鉄
剣
、
鉄
矛
な
ど
発
見
さ
れ

て
お
り
、
五
世
紀
末
。
こ
れ

以
外
に
、
御
旅
所
前
や
飾
磨

高
校
に
は
、
家
形
石
棺
の
身
が

残
っ
て
い
ま
す
。

黒
田
職
隆
廟
所

　
地
元
で
は
﹁
チ
ク
ゼ
ン
さ

ん
﹂
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
天
明
三
年(

一
七
八
三)

、

姫
路
城
下
心
光
寺
の
僧
入
誉

か
ら
福
岡
藩
に
、
妻
鹿
村
に

国
府
山
城
主
の
塚
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
る
と
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
藩
は
、
役

人
を
派
遣
し
現
地
を
調
査
の
上
、

黒
田
官
兵
衛
の
父
職
隆
の

廟
所
と
し
て
翌
四
年
に
整
備

し
ま
し
た
。
現
在
の
廟
屋
は

昭
和
五
二
年
に
地
元
自
治
会
が

修
復
し
た
も
の
で
す
。

姫
路
市
指
定
史
跡
。

国
府
山
城

　
市
川
沿
い
、
標
高
一
〇
二
・

五
ｍ
の
甲
山
に
あ
っ
て
、
妻

鹿
城
、
甲
山
城
、
功
山
城
、

袴
垂
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

﹃
飾
磨
郡
誌
﹄
に
は
、
長
さ

九
五
間
︵
一
七
二
・
七
ｍ
︶

横
十
一
間
︵
二
〇
・
〇
ｍ
︶
、

﹁
城
の
辻
﹂
﹁
一
の
段
﹂
﹁
局

屋
敷
﹂
﹁
馬
掛
け
﹂
と
い
う

名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
削
平
地
を
指
す
の
か
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
。
元
弘
年

間
︵
一
三
三
一
〜
一
三
三
四
︶
に

﹃
太
平
記
﹄
で
有
名
な
妻
鹿

孫
三
郎
長
宗
が
居
城
し
た
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
天
正
八
年

︵
一
五
八
〇
︶
黒
田
官
兵
衛
が

姫
路
城
を
秀
吉
に
譲
っ
て
こ

の
城
に
移
り
住
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、﹃
黒
田
家
譜
﹄

に
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

登
り
口
に
は
、
御
旅
山
の
北

西
に
あ
る
甲
山
経
塚
か
ら
出

土
し
た
二
仏
の
泥
塔
︵
市
指

定
︶
を
ご
神
体
と
す
る
荒
神

社
が
あ
り
ま
す
。

廻
国
塔

　
廻
国
塔
は
大
乗
妙
典
と
呼

ば
れ
る
法
華
経
を
、
全
国
六

六
か
国
の
霊
場
に
納
め
る
目

的
で
、
六
六
部
作
成
し
、
各

国
を
廻
っ
て
奉
納
し
諸
願
成

就
を
遂
げ
た
こ
と
を
記
念
し

て
本
人
ま
た
は
関
係
者
が
建

立
し
た
塔
で
す
。
白
浜
町
の

入
口
、
国
道
二
五
〇
号
に
面

し
て
立
ち
、
天
保
十
五
年
︵
一

八
四
四
︶
の
年
号
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

松
原
墓
地
の
石
棺
仏

　
墓
地
の
北
奥
の
所
に
、
墓

石
と
並
ん
で
立
っ
て
い
ま
す
。

家
型
石
棺
の
蓋
石
に
舟
形
光

背
を
彫
り
く
ぼ
め
、
そ
の
中
に

蓮
華
座
上
に
地
蔵
立
像
を
掘
り
、

そ
の
下
方
に
は
二
体
の
座
像
を

刻
ん
で
い
ま
す
。

か
い
こ
く
と
う



妻
鹿
・
御
旅
山
め
ぐ
り

文
化
財
を
た
ず
ね
て

0 1：5000

経筒の出土状況

地
蔵

国
府
山
城
跡

国
府
山
城
跡

国
府
山
城
跡

飾　
　

磨　
　

区　
　

妻　
　

鹿

飾　
　

磨　
　

区　
　

妻　
　

鹿

飾　
　

磨　
　

区　
　

妻　
　

鹿

御　旅　山

市　
　

川

甲山経塚のあった場所

妻鹿妻鹿
チビッコ広場チビッコ広場
妻鹿
チビッコ広場

北原へ

妻鹿城址碑

市川水管橋
甲ヶ丘町
公民館

妻鹿駅

市川工業用水道管理所

水道管理所

市川工業用水道管理所

御旅山経塚の
あった場所

絵
12号墳

14号墳

４号墳４号墳

３号墳３号墳

２号墳２号墳

墳墳墳墳墳墳７号墳７号墳墳墳号墳号墳墳墳墳墳墳墳墳墳墳墳墳墳号号号墳号墳号墳号墳７号７号号号７号墳７号墳墳墳７７７号墳

４号墳

３号墳

９号墳

石棺

２号墳

1313号墳号墳

１号墳１号墳

灘
ま
つ
り

灘
ま
つ
り
棧
敷
棧
敷

13号墳

１号墳

起
点

教
念
寺
仏
足
石

固
寧
倉

石石石

終
点

用
金
庫

用
金
庫

用用
信
用
金

信
用
金
用
金
用
金
用
金
用
金
用用

兵
庫
信
用

兵
庫
信
用

兵
庫
信
用
金
庫

村
役
村
役
村村村
役
村
役
村村村村村村
鹿
村
鹿
村村村

旧
妻
鹿

旧
妻
鹿

旧
妻
鹿
村
役

永世橋永世橋永世橋

妻鹿小

妻鹿

金光教会

黒田職隆廟所黒田職隆廟所黒田職隆廟所

黒
田
職
隆
廟
所

神宮寺
文政４（1821）
の石燈籠

山
　
陽
　
電
　
鉄

灘
ま
つ
り
棧
敷

公
園

説
明
板

元
宮
八
幡
神
社

松
原
八

松
原
八

松
原
八

︵
お
旅

︵
お
旅

︵
お
旅

飾磨高
テニスコート

飾磨高

棺棺庭の石庭の石庭の石棺庭の石棺庭の石棺庭の石棺庭の石庭の石磨高校庭の磨高校庭ののののののののの校庭校庭 石石庭庭のののののののの高校庭高校庭 棺棺石石校校 石石校校 棺棺校校 棺棺校校 棺棺校校 棺棺のの校校 棺棺磨高校庭磨高校庭 棺棺磨高校庭磨高校庭のののの 棺棺校校 棺棺磨高校庭の石棺

妻鹿サービス妻鹿サービス
センターセンター
妻鹿公民館妻鹿公民館

妻鹿サービス
センター
妻鹿公民館

墓地墓地墓地

石棺仏石棺仏石棺仏

白浜松原白浜松原白浜松原

白　浜　町

国
道
250号

文

卍

卍

卍

〒〒〒〒

御
旅
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

古
墳
群

古
墳
群

古
墳
群

文

250


